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あべ・つとむ　映画監督。1957年、宮城県出身。東北大学経
済学部を卒業後、松竹株式会社に入社。山田洋次監督作品の
チーフ助監督を務め、「しあわせ家族計画」（1999年）で監督デ
ビュー。同作で第 33回ヒューストン国際映画祭ファミリーチルドレン
部門金賞を受賞。最近作の「京都太秦物語」（2010 年／山田洋
次監督と共同監督）では、大学図書館に勤めるヒロインのラブストー
リーを描き、ベルリン国際映画祭や香港国際映画祭などに招待さ
れた。他に「落雷」（2002年）、「小津安二郎監督作品 DVD 化
の軌跡」（2003年）など。
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この『ことばのうみ』No.36は8,000部作成し、
1部あたりの印刷単価は13.6円です。

再生紙を
使用しています。

本誌タイトル『ことばのうみ』は、本館第 ８ 代館長・大槻文彦編著による
日本最初の近代的国語辞典『言海（げんかい）』（1889～1891年刊行）
に由来する。

題字　作家・高田　宏氏 
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　平成２２年１０月１７、２４、３１日の３日間、国民読書年記念「読み聞かせ講座」を本館ホール養賢堂で実施しました。この講座は、読み
聞かせ初心者及びスキルアップ希望者を対象としており、子どもの読書活動の推進と学習機会の提供に資することを目的として開催されま
した。
　講師には、宮城県図書館協議会委員の鵜飼信好氏を迎えました。鵜飼氏は、ご自身でも読み聞かせを実践しておられるほか、ボランティ
アの育成支援もされています。講座初日は「読み聞かせの基本」と題し、読み聞かせの実践研究や選本のポイント、紙芝居の演じ方等に
ついて講義をいただきました。２日目は「読みの大切さ」について、実際に音読の練習（実習）を交えながら、伝わる読みをするための「下読み」
の大切さや間の取り方等を学びました。最終日は鵜飼氏らによるお話会の実演を見学した後、受講
者一人ひとりが絵本「にじいろのさかな」を用いて音読を行ないました。音読後は鵜飼氏から個別に
アドバイスがあり、各々の音読技術の向上に役立てていました。
　講座には、図書館や公民館等で読み聞かせをしている職員・ボランティア
を中心に、延べ８８人の参加がありました。どの受講者も熱心に講義に耳を
傾け、活発に質問するなど、受講者の読み聞かせへの熱意が強く感じられる
講座となりました。受講者からは「伝わる読みの難しさを感じた」「スキルアッ
プした気がする」「読み聞かせの奥の深さに感動した」といった感想が聞か
れました。

図書館からのお知らせ I ／ N／ F ／ O／ R／ M／ A／ T／ I／ O／ N

〔叡智の杜〕 レポート ～絵本の楽しさを伝えよう～国民読書年記念「読み聞かせ講座」
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第42回子どもの本展示会を開催します

表紙エッセイ／阿部勉さん

明治期のちりめん本。
ちりめん加工が施された和紙
に印刷された、浮世絵のような
挿絵と英文のコントラストが美
しい。
『Ｍｏｍｏｔａｒｏ』（写真手前）
　 １̶８８５(明治１８)年発行。

　４月２３日から５月１２日までの約３週間
は「こどもの読書週間」です。宮城県図
書館では、子どもの読書活動を推進する
ため、この期間にあわせて「子どもの本
展示会」を開催します。昨年出版された
本の中から約 1,500 冊を展示しますの
で、ぜひご来場ください。
◉期間　４月下旬から２週間程度
◉場所　図書館２階　ホール養賢堂
◉お問い合わせ　子ども図書室（２階）　電話：022－377－8447

レファ協で検索！
　本館のレファレンス事例はホームページや国立国会図書館が運営
する「レファレンス協同データベース」で公開しています。「ペット
ボトルの風車」「バターソース（フランス料理）」など、これまでに
約５００件の事例を公開し、平成２２年度は公開件数と被参照件数で
全国１７位となり、国立国会図書館より感謝状をいただきました。
　「レファレンス協同データベース」には約６万件のレファレンス事
例が登録され、様々な課題を持つ方の調べ物の参考となっています。
　暮らしのなかの疑問、仕事や趣味に必要なお調べものにご活用く
ださい。
◉レファレンス協同データベース
　URL:http://crd.ndl.go.jp/jp/public/

メールマガジン『ことばのうみ』配信中です
　宮城県図書館で行う催し物のお知らせや、図書館を使いこなすた
めに役立つ情報などが、毎月１回メールで届きます。メールマガジン
を読むためには、メールアドレスの登録が必要です。本館ホームペー
ジ内にある「宮城県図書館メールマガジン・ことばのうみ　配信中！」
（トップページ→「図書館の情報」→「メールマガジン」
http://www.library.pref.miyagi.jp/about_us/toroku-
merumaga.html もしくは、トップページ左側のバナー上からご
登録下さい。
◉お問い合わせ　企画協力班（１階）　電話：022－377－8444
　E-mail:kikaku@library.pref.miyagi.jp

図書館サービスをもっと多くの人に特集

　本館は３月11日（金）に発生した地震により建物・資料と
もに被災し、現在（３月25日）、鋭意復旧作業に努めておりま
す。開館は４月下旬を予定しております。詳細につきまして
は追って本館ホームページでお知らせします。
◉宮城県図書館ホームページ
　URL:http://www.library.pref.miyagi.jp/

● 重要なお知らせ！




